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週
刊
少
年
ジ
ャ

ン
プ
で
連
載
中
の

「
逃
げ
上
手
の
若

君
」
と
い
う
人
気

マ
ン
ガ
が
あ
り
、

７
月
か
ら
ア
ニ
メ

放
送
も
や
っ
て
い
る
▼
時
は
14

世
紀
南
北
朝
時
代
、
滅
亡
し
た

鎌
倉
幕
府
北
条
本
家
の
生
き
残

り
、
北
条
時
行
が
主
人
公
の
歴

史
も
の
マ
ン
ガ
で
あ
る
▼
時
行

は
幕
府
滅
亡
後
、
信
濃
に
逃
れ

諏
訪
大
社
神
官
諏
訪
頼
重
に
匿

わ
れ
る
の
だ
が
、
主
人
公
を
捕

ら
え
る
べ
く
追
っ
て
く
る
の
が

小
笠
原
貞
宗
と
い
う
武
将
で
あ

る
。
目
が
と
て
も
良
い
弓
の
名

手
で
戦
上
手
で
あ
り
、
敵
な
が

ら
強
く
印
象
に
残
る
▼
さ
て
こ

の
小
笠
原
貞
宗
と
い
う
人
物
、

実
は
松
尾
生
ま
れ
な
の
で
あ

る
。
歴
史
書
に
よ
れ
ば
、
松
尾

城
（
現
在
の
松
尾
城
址
公
園
）

で
生
ま
れ
、
北
条
氏
の
勢
力
が

強
く
残
っ
て
い
た
信
濃
を
足
利

尊
氏
の
命
に
よ
り
転
戦
し
て
信

濃
守
護
に
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後

も
全
国
を
転
戦
し
て
室
町
幕
府

成
立
に
尽
く
し
た
名
将
で
あ
る

▼
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
マ
ン
ガ

の
展
開
も
た
い
へ
ん
面
白
い
の

だ
が
、
敵
な
が
ら
魅
力
的
な
小

笠
原
貞
宗
を
偲
ん
で
、
ゆ
か
り

の
城
址
公
園
を
訪
ね
て
み
る
の

も
一
興
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

©
逃
げ
上
手
の
若
君
・
松
井
優
征
・
集
英
社

世帯数5,402世帯

8月末現在

男性 6,133　人

女性 6,608　人

 計 12,741　人

　

松
尾
小
学
校
夏
休
み
初
日
の

７
月
20
日
、
体
育
館
で
午
前
は

３
年
生
、
午
後
は
５
年
生
の
親

子
レ
ク
が
行
わ
れ
た
。

　

３
年
生
の
親
子
約
１
８
０
人

が
松
尾
サ
イ
エ
ン
ス
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
空
気
の

力
を
使
っ
た
実
験
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
１
㍍
四
方
の
箱
か

ら
ス
モ
ー
ク
が
飛
び
出
し
、
輪

を
作
っ
て
飛
ん
で
い
く
空
気
砲

　

志
の
太
郎
さ
ん
の
噺
は
、
真

面
目
す
ぎ
る
息
子
を
心
配
し
た

父
親
が
、
少
し
は
遊
び
を
覚
え

た
ほ
う
が
い
い
と
、
町
の
遊
び

人
ふ
た
り
に
頼
ん
で
息
子
を
吉

原
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
と

い
う
噺
。
息
子
に
は
「
お
稲
荷

さ
ん
に
お
参
り
に
行
っ
て
お
い

で
」
と
嘘
を
つ
き
連
れ
出
し
て

も
ら
う
も
、
途
中
で
気
が
つ
い

て
泣
き
出
す
始
末
。
何
と
か
門

を
く
ぐ
り
、
お
い
ら
ん
と
一
晩

過
ご
し
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
快

楽
に
溺
れ
帰
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
オ
チ
。
た
ど
り

着
く
ま
で
の
や
り
取
り
を
面
白

お
か
し
く
話
し
、
会
場
の
笑
い

を
誘
っ
た
。

　

志
の
八
さ
ん
は
「
二
番
弟
子

な
の
に
な
ぜ
名
前
が
八
な
の

か
？
」「
な
ぜ
だ
？
」
と
、
師

匠
と
の
や
り
と
り
を
小
話
も
交

え
て
話
し
た
の
ち
、
古
典
落
語

を
60
分
。
人
が
良
す
ぎ
て
騙
さ

れ
て
ば
か
り
の
貧
乏
宿
屋
の
宿

主
と
、
実
は
有
名
な
彫
り
師
な
の

に
宿
代
を
払
わ
な
い
客
と
の
や

り
取
り
を
テ
ン
ポ
よ
く
話
し
た
。

　

来
場
者
ら
は
「
生
の
落
語
は

い
い
で
す
ね
」「
年
に
一
度
は

落
語
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど

と
興
奮
気
味
に
話
し
て
い
た
。

　

８
月
26
日
鳩
ヶ
嶺

八
幡
宮
の
「
随
神

門
」
改
修
安
全
祈
願

祭
が
、
40
人
の
参
列

で
行
わ
れ
た
。

　

随
神
門
は
、
正
徳

の
実
験
を
見
て
び
っ
く
り
し
つ

つ
も
楽
し
ん
だ
あ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
寄
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
に

５
㌢
ほ
ど
の
丸
い
穴
を
カ
ッ

タ
ー
で
開
け
る
。
紙
コ
ッ
プ
を

差
し
込
ん
で
箱
を
両
サ
イ
ド
か

ら
叩
く
と
コ
ッ
プ
が
ポ
ン
と
飛

び
出
す
空
気
の
力
を
楽
し
ん

だ
。

　

次
に
そ
の
箱
を
使
っ
て
ア
ル

ミ
缶
や
、
プ
ラ
コ
ッ
プ
の
タ

ワ
ー
を
同
じ
く
空
気
の
力
で
崩

す
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。

　

代
表
の
加
藤
映
子
さ
ん
は

「
思
っ
た
よ
り
子
供
た
ち
が
楽

し
ん
で
く
れ
て
良
か
っ
た
で

す
」
と
語
っ
た
。

　

５
年
生
親
子
約
１
８
０
人
は

空
気
砲
を
楽
し
ん
だ
あ
と
ビ

ニ
ー
ル
袋
で
風
船
ロ
ケ
ッ
ト
を

作
っ
て
、
ど
こ
ま
で
飛
ば
せ
る

か
を
競
っ
た
。

　

保
護
者
や
子
供
た
ち
か
ら

も
「
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ

た
〜
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
た
。

親
子
レ
ク

松
尾
小
３
年
生
と
５
年
生

松
尾
サ
イ
エ
ン
ス

松尾相撲クラブ

寺西　蓮さん（常盤台区）

全国中学校相撲選手権大会
長野県予選優勝

全国中学校相撲選手権大会
決勝トーナメント進出

全国都道府県中学校相撲
選手権長野県予選優勝

全国都道府県中学校相撲
選手権出場

緑ヶ丘中学校陸上部

津賀　大翔さん（代田区）

全日本中学校通信陸上競技
長野県大会　優勝

全日本中学校陸上競技
選手権大会　出場

松尾公民館柔道クラブ

〇個人戦

松田　日向 さん（喬木村）
長野県中学校総合体育大会夏季大会 55㎏級準優勝
全国中学校柔道大会出場

竹内琉之佑 さん（清水区）
長野県中学校総合体育大会夏季大会 60㎏級優勝
全国中学校柔道大会５位入賞

水野　総士 さん（下久堅）
長野県中学校総合体育大会夏季大会 73㎏級準優勝
全国中学校柔道大会ベスト 16

伊藤　聖浬 さん（水城区）
長野県中学校総合体育大会夏季大会 81㎏級準優勝
全国中学校柔道大会出場

〇団体戦

松田　日向 さん（喬木村）
伊藤　遙希 さん（水城区）
竹内琉之佑 さん（清水区）
水野　総士 さん（下久堅）
伊藤　聖浬 さん（水城区）
長野県中学校総合体育大会夏季大会準優勝

全国中学校柔道大会出場

鳩
ヶ
嶺
八
幡
宮
「
随ず

い
し
ん
も
ん

神
門
」
改
修
の
安
全
祈
願
祭

６
年
（
１
７
１
６
年
）
に
建
立

さ
れ
築
３
０
０
年
を
超
え
た
。

平
成
19
年
に
塗
装
を
塗
り
直
し

た
も
の
の
、
そ
の
後
は
費
用
が

課
題
と
な
り
、
全
面
改
修
は
行

わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

平
成
20
年
に
飯

田
市
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
に
飯

田
市
教
育
委
員
会

か
ら
「
屋
根
の
腐

食
が
著
し
く
、
改

修
が
必
要
」
と
の

指
摘
を
受
け
て
い

た
。
そ
の
後
15
年

が
経
過
し
て
腐
食

松尾の宝の八幡様を永久に守る

が
一
層
進
み
、
今
般
の
損
傷
調

査
に
よ
り
崩
壊
の
危
険
性
が
判

明
。
早
急
に
全
面
改
修
を
行
う

事
と
な
っ
た
。

　

内
部
の
腐
食
も
進
み
、
随
神

門
の
現
状
は
「
桁
」
が
下
が

り
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
の
で
、

棟む
な
ぎ木

や
垂た

る
き木

を
加
え
る
な
ど
し

て
補
強
す
る
。
屋
根
を
取
り
外

し
銅
板
を
新
し
く
す
る
葺
き
替

え
を
中
心
に
建
物
の
一
部
も
塗

り
な
お
す
。

　

安
全
祈
願
祭
で
は
、随
神
門
・

参
向
殿
改
修
委
員
長
の
塩
澤
勉

さ
ん
が
「
長
い
間
の
懸
案
だ
っ

た
随
神
門
の
改
修
が
、
皆
さ
ん

の
ご
尽
力
の
下
で
出
来
る
事
と

な
っ
た
。
参
向
殿
の
問
題
も
あ

り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
。
松

尾
の
宝
の
八
幡
様
を
永
久
に
守

る
為
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

工
事
は
12
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

か
か
る
予
定
で
、
改
修
工
事
見

積
額
は
、
約
１
９
０
０
万
円
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

改
修
費
用
は
、
市
補
助
金
の

２
０
０
万
円
と
氏
子
か
ら
の
寄

付
、
ま
た
５
０
０
万
円
を
目
標

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
募
る
。

め
ざ
ま
し
い
活
躍
！

生の落語を楽しんで

　９月７日、松尾公民館文化委員会主催の落語会が６年ぶりに松尾公民
館ホールで開催され、およそ２時間、90 人の来場者が生の落語を楽しん
だ。登壇したのは立川志の輔一門の２番弟子、ちょんまげがトレードマー
クの立川志の八さん（真打）と、６番弟子の立川志の太郎さん（二ツ目）、
２人とも古典落語と新作落語両方に取り組む話題の落語家である。開会
に先立ち鎌倉豊館長は「落語家さんの生の落語を聴く機会は少ないと思
う。笑いのひと時を楽しんでもらいたい」と話した。
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８
月
11
日
、
寺

所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
で

夏
祭
り
が
開
催
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
や

台
風
の
影
響
が
あ

り
５
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
っ
た
。

　

開
始
の
午
後
６

時
に
は
多
く
の
人

が
集
ま
っ
た
。
気

温
が
高
く
か
き
氷

が
大
人
気
と
な
っ

て
い
た
。
他
に
も

焼
き
鳥
、
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
、
焼
き

と
う
も
ろ
こ
し
が

あ
り
、
思
い
思
い

に
そ
れ
ぞ
れ
を
笑

顔
で
ほ
お
ば
っ
た
。

子
供
た
ち
は
水

　

新
井
区
の
納
涼
祭
が

８
月
15
日
に
新
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　

開
会
直
前
に
滝
の
よ

う
な
夕
立
に
あ
っ
た

が
、
雨
の
止
む
頃
に
は

大
勢
の
人
が
集
ま
り
、

開
会
を
遅
ら
せ
て
高
階

広
宣
分
館
長
の
あ
い
さ

つ
で
納
涼
祭
の
幕
を
開

け
た
。

　

今
年
も
、
昨
年
大
好

評
だ
っ
た
生
ビ
ー
ル
を

は
じ
め
、
定
番
の
焼
き

そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
、
も
つ
煮
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
味
を
増
や
し
た

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど
多

く
の
屋
台
が
で
き
た
。

　

２
階
の
大
広
間
は
満

　

８
月
４
日
に
清

水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
で

夏
祭
り
が
行
わ
れ

た
。

　

昨
年
は
、
津
島

様
・
祇
園
祭
後
の

催
し
物
と
し
て
区

民
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
が
、
今
年
は
単

独
で
夏
祭
り
を
企

画
し
開
催
し
た
。

気
温
30
度
を
軽
く

超
え
る
猛
暑
日
に

も
か
か
わ
ら
ず
区

民
２
０
０
人
余
り

が
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
た
。

　

恒
例
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
や
飲
み

　

７
月
28
日
、
夏
の
恒
例
行

事
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

た
。

　

昨
年
ま
で
は
公
民
館
の
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た

が
、
公
民
館
の
老
朽
化
に
よ

り
使
用
不
可
と
な
っ
た
為
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

の
開
催
と
な
っ
た
。
会
場
の

設
営
、
暑
さ
対
策
も
例
年
通

り
と
は
い
か
ず
、
鈴
木
文
明

産
業
部
長
を
は
じ
め
、
役
員

で
話
し
合
い
を
重
ね
準
備
を

進
め
て
き
た
。

　

当
日
は
36
度
を
超
え
る
猛
暑
で

あ
っ
た
が
、
大
勢
が
来
場
し
て
賑

　

７
月
28
日
に
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
「
城
区
さ
ま
ー
ふ
ぇ
す

て
ぃ
ば
る
２
０
２
４
」
が
午
前

の
部
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
開

催
さ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
区
民
が
参
加
し
た
。

　

ひ
と
り
ず
つ
区
長
と
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
た
後
、
射
的
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど
６
種
類

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
景
品
を

も
ら
っ
た
。

　

今
年
は
、
ゲ
ー
ム
の
内
容
を

一
部
変
え
て
新
し
い
趣
向
で
行

わ
れ
た
。
モ
ル
ッ
ク
を
ア
レ
ン

　

津
島
様
お
祭
り
が
、
７
月
14

日
に
久
井
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

久
盛
会
に
よ
り
執
り
行
わ
れ

た
。
前
日
に
久
盛
会
の
女
性
役

ジ
し
、〝
モ
ル
ッ
ク
ピ
ン
倒
し
〟

と
称
し
て
子
供
か
ら
年
配
者
ま

で
短
い
時
間
で
多
く
の
人
が
楽

し
め
る
よ
う
に
し
た
。

　

最
後
の
福
引
で
は
、

特
賞
、
一
等
、
二
等

と
し
て
お
菓
子
や
日

用
品
が
用
意
さ
れ
た
。

特
賞
を
引
き
当
て
た

親
子
連
れ
は
「
今
日

は
、
と
て
も
運
が
良

か
っ
た
。
嬉
し
い
」

と
語
り
、
ま
た
あ
る

小
学
生
は
「
景
品
が

員
も
加
わ
り
、
青
竹
や
杉
の
葉

な
ど
を
準
備
し
祭
壇
作
り
を

行
っ
た
。
祭
り
当
日
は
紙
垂
の

取
付
や
、
祭
壇
に
御
神
酒
、
水
、

塩
、
魚
、
野
菜
、
果
物
な
ど
の

供
物
を
供
え
た
。

　

今
年
は
８
年
ぶ
り
に
津
島
様

の
新
し
い
御
神
札
を
迎
え
、
区

民
を
代
表
し
北
見
安
弘
副
区
長

に
よ
る
玉
串
奉ほ

う
て
ん奠

に
合
せ
役
員

一
同
、
地
区
の
平
穏
や
安
全
、

疫
病
退
散
な
ど
を
祈
願
し
た
。

神
事
の
後
に
、
集
会
所
で
久
盛

会
役
員
13
人
が
参
加
し
直
会
を

行
っ
た
。

　

津
島
神
社
の
御
祭
神
は
、
厄

わ
っ
た
。

　

例
年
通
り
壮
年
会
や
高
齢
者

ク
ラ
ブ
な
ど
各
種
団
体
が
、
フ

団
に
よ
る
小
学
生
放
水
体
験

が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
様
子

を
写
真
に
収
め
る
保
護
者
で

賑
わ
っ
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
の
屋
台
村
で

は
、
壮
年
会
の
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
鳥
、
綿

菓
子
、
か
き
氷
、ビ
ー
ル
、ジ
ュ
ー

ス
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、中
年
会
の
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
区
役
員
の
く
じ
引
き
に

多
く
の
区
民
で
賑
わ
っ
た
。
子

供
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、

屋
台
で
使
え
る
金
券
を
も
ら
い
、

嬉
し
そ
う
に
早
速
屋
台
に
並
ん

で
い
た
。

　

６
時
頃
か
ら
雷
雨
に
よ
り

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
焼
き
そ
ば
、

焼
き
鳥
、
五
平
餅
等
の
販
売
を

行
っ
た
。
ま
た
、
か
き
氷
、
ポ

ン
菓
子
、
蕎
麦
は
無
料
で
提
供

さ
れ
た
。
夏
祭
り
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
た
小
学
校
児
童
会
の
お

楽
し
み
会
に
集
ま
っ
た
子
供
た

ち
に
も
大
人
気
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
、
輝
悠
会
に
よ
る
踊

り
の
披
露
、
終
盤
に
は
ビ
ン
ゴ

大
会
も
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

　

遠
山
昭
仁
副
区
長
は
「
今
年

は
例
年
と
は
違
っ
た
形
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
大
勢
の
人
に

ご
来
場
い
た
だ
き
楽
し
ん
で
も

ら
え
て
大
成
功
だ
っ
た
」
と
話

し
た
。

約
50
分
中
断
、
予
定
し
て

い
た
盆
踊
り
大
会
は
中
止
と

な
っ
た
。

　

７
時
30
分
か
ら
打
ち
上
げ

花
火
が
上
が
り
、
雨
上
が
り

の
夜
空
に
大
輪
の
花
が
咲
き
、

観
客
を
魅
了
し
た
。

　

最
後
に
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
毛
賀
」
が
行
わ
れ
、
抽
選

に
当
た
っ
た
人
に
豪
華
賞
品

が
手
渡
さ
れ
終
了
し
た
。

　

飯
ケ
濱
安
司
分
館
長
は
「
昨

年
は
天
候
不
良
に
よ
り
中
止

だ
っ
た
。
今
年
は
夕
方
か
ら

の
雷
雨
に
よ
り
盆
踊
り
が
出

来
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
が
、

５
年
ぶ
り
の
開
催
が
無
事
終

了
し
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

た
。

物
提
供
に
加
え
、
か
き
氷
、
綿

菓
子
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
そ
う

め
ん
、冷
や
し
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、

涼
を
求
め
お
い
し
そ
う
に
食
べ

る
姿
と
笑
顔
で
会
場
は
賑
わ
っ

た
。

　

室
内
で
は
分
館
企
画
委
員
に

よ
る
モ
ル
ッ
ク
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

囲
碁
ボ
ー
ル
の
体
験
会
を
実
施

員
御
礼
と
な

り
、
飲
食
を

楽
し
み
な
が

ら
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど

の
抽
選
会
を

楽
し
ん
だ
。

　

ま
た
、
今

年
初
め
て
の

射
的
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー

ト
な
ど
も
企

画
さ
れ
た
。

中
で
も
、
新
井
応
援
団
企
画
の

こ
ど
も
く
じ
で
1
等
の
ヘ
ラ
ク

レ
ス
カ
ブ
ト
ム
シ
を
当
て
た
宮

下
り
ょ
う
た
君
は
「
普
段
飼
育

し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
飼
育
が
楽
し
み
だ
」
と

喜
ん
で
い
た
。

　

後
半
は
、
駐
車
場
で
小
学
校

ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
大

人
た
ち
は

久
し
ぶ
り

に
会
う
人

た
ち
と
酒

宴
を
楽
し

み
、
盆
踊

り
や
、
花

火
、
ビ
ン

ゴ
大
会
と

最
後
ま
で

大
盛
り
上

が
り
だ
っ

た
。

　

実
行
責
任
者
で
あ
る
小
木
曽

茂
分
館
長
は
「
昨
年
は
台
風
接

近
、
そ
の
前
は
コ
ロ
ナ
禍
で
５

年
ぶ
り
の
夏
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
も
な

く
多
く
の
区
民
が
参
加
し
て
盆

寺
所
区

新
井
区

清
水
区

代田区

久井区城区

毛賀区

チケットと交換ね

やっぱりコレだよね。かき氷大人気

初めての都こんぶ　美味しかった

何杯食べられるかな～ドキドキ

御神酒をいただく参加者

夕暮と笑顔

よ～く狙って～当たれっ！

　８月 10日、松尾公民館駐車場で焼肉、流しそうめん、
花火を楽しむ高校生イベントが行われ、26 人の高校生
が訪れた。主催は松尾公民館とインターンシップに訪れ
た飯田OIDE長姫高校の生徒２人。
　７月に松尾公民館へインターンシップに来た飯田
OIDE 長姫高校の生徒に、「松尾に住む高校生同士の交
流や地域に関わる機会づくりができないか」と高校生イ
ベント開催を提案。生徒が催しの企画やチラシ作成を行
い実現した。当日の運営は松尾公民館総務企画委員会が
支えた。
　「今、公民館で焼肉やっているからおいでよ」と友人
に電話をかけたり、久しぶりの再会を喜んだりする高校
生の姿が見られた。「流しそうめんやるのは生まれて初
めて」といった声もあがり、ひと夏の思い出を作る高校
生の笑顔が輝いた。

 豪雨のあとに

久しぶりの夏祭り

 猛暑の夏祭り

代
田
区
夏
祭
り

明
治
時
代
か
ら
続
く

津
島
様
お
祭
り

さ
ま
ー
ふ
ぇ
す
て
ぃ
ば
る
２
０
２
４

５
年
ぶ
り　

待
ち
に
待
っ
た
夏
祭
り

し
、
涼
し
い
室
内
に
誘

わ
れ
た
子
供
た
ち
が
、

未
知
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
だ
。

　

夕
方
に
な
る
と
、
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
わ
ん

こ
そ
ば
大
会
が
開
幕
。

有
志
に
よ
る
個
人
戦
、

各
伍
組
の
代
表
者
戦

と
、
限
ら
れ
た
時
間
内

で
い
か
に
沢
山
食
べ
ら

れ
る
か
を
競
う
姿
に
会

場
も
最
高
潮
の
盛
り
上

が
り
を
み
せ
た
。

　

準
備
か
ら
参
加
し
、

汗
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
滲
ま

せ
た
加
藤
崇
史
壮
年
会

⾧
は
「
や
っ
て
良
か
っ

た
」
と
笑
顔
を
み
せ
、

皆
が
う
な
ず
い
た
。

踊
り
や
花
火

な
ど
楽
し
む

こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と

語
っ
た
。

保
護
者
主
催
の

花
火
大
会
や
分

館
主
催
の
カ
ラ

オ
ケ
大
会
が
開

か
れ
、
夕
立
明

け
の
晴
れ
渡
っ

た
夜
空
に
轟
い

た
。

払
い
の
「
建た

け
は
や
す
さ
の
を
の

速
須
佐
之
男
命み

こ
と」。

商
売
繁
盛
、
家
内
安
全
、
金
運

上
昇
の
「
大

お
お
く
に
ぬ
し
の

国
主
命み

こ
と」。

疫
病

退
散
の
「
牛ご

ず頭
天て

ん
の
う王

」
の
三
神

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

久
井
区
の
津
島
様
お
祭
り
は

明
治
時
代
か
ら
の
記
録
が
あ
り

久
盛
会
会
長
の
久
保
田
和
平
さ

ん
は
「
祭
り
を
主
催
す
る
久
盛

会
も
高
齢
化
が
進
み
、
祭
壇
作

り
な
ど
の
作
業
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
久
井
区
民

の
平
安
無
事
を
願
う
行
事
が
こ

の
ま
ま
続
け
ら
れ
る
様
に
願

う
」
と
話
し
た
。

　

津
島
様
は
、
ア
ッ
プ
ル
ロ
ー

ド
沿
い
の
久
井
区
天
神
公
園
で

久
井
を
一
望
で
き
る
丘
の
上
に

祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
も
ら
え
て

嬉
し
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

　

当
日
は
か
な
り
の
猛
暑
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
か
き
氷
の

コ
ー
ナ
ー
は
多
く
の
人
が
並
び

大
盛
況
だ
っ
た
。
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７
月
14
日
、
上

溝
集
会
所
２
階
大

会
議
室
で
上
溝
文

化
事
業
「
ソ
ー
プ

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
」

が
大
人
40
人
、
子

供
６
人
の
参
加
で

　

８
月
10
日
、
水
城
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
納
涼
大
会
は
、

２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
夏
の

暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
一
夜
を

彩
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
、
家
族
連
れ
や
隣
人

同
士
が
笑
顔
で
集
ま
り
、
地

域
の
絆
を
深
め
る
場
と
な
っ

た
。

　

大
会
は
、
恒
例
の
「
宝
投

げ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
大
人

と
子
供
が
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か

れ
て
行
わ
れ
、
会
場
は
一
気

に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ビ
ン
ゴ
大

会
と
宝
く
じ
で
も
、
豪
華
景

品
を
目
指
し
て
参
加
者
た
ち

が
一
喜
一
憂
し
、
次
々
と
歓

声
が
上
が
っ
た
。

　

各
団
体
に
よ
る
屋
台
も
大

盛
況
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や

焼
き
そ
ば
の
香
ば
し
い
匂
い

　

７
月
21
日
八
幡
山

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、

恒
例
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
が
行
わ
れ

た
。

　

猛
暑
日
が
続
く

中
、
当
日
の
気
温
も

心
配
さ
れ
た
が
、
開

催
時
間
を
早

め
た
事
や
会

場
の
木
陰
の
多

さ
と
時
折
吹

く
爽
や
か
な
風

が
、
参
加
者

と
役
員
を
安

堵
さ
せ
た
。

　

当
日
組
み

　

８
月
15
日
、
毛
賀
区
民
会
館

広
場
で
、
分
館
主
催
に
よ
る
「
夏

祭
り
毛
賀
」
が
約
３
０
０
人
の

参
加
で
行
わ
れ
た
。

　

夏
ま
つ
り
開
催
前
に
、
消
防

　

７
月
28
日
に
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
「
城
区
さ
ま
ー
ふ
ぇ
す

て
ぃ
ば
る
２
０
２
４
」
が
午
前

の
部
と
午
後
の
部
に
分
か
れ
開

催
さ
れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
区
民
が
参
加
し
た
。

　

ひ
と
り
ず
つ
区
長
と
じ
ゃ
ん

け
ん
を
し
た
後
、
射
的
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
囲
碁
ボ
ー
ル
な
ど
６
種
類

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
景
品
を

も
ら
っ
た
。

　

今
年
は
、
ゲ
ー
ム
の
内
容
を

一
部
変
え
て
新
し
い
趣
向
で
行

わ
れ
た
。
モ
ル
ッ
ク
を
ア
レ
ン

ジ
し
、〝
モ
ル
ッ
ク
ピ
ン
倒
し
〟

と
称
し
て
子
供
か
ら
年
配
者
ま

で
短
い
時
間
で
多
く
の
人
が
楽

し
め
る
よ
う
に
し
た
。

　

最
後
の
福
引
で
は
、

特
賞
、
一
等
、
二
等

と
し
て
お
菓
子
や
日

用
品
が
用
意
さ
れ
た
。

特
賞
を
引
き
当
て
た

親
子
連
れ
は
「
今
日

は
、
と
て
も
運
が
良

か
っ
た
。
嬉
し
い
」

と
語
り
、
ま
た
あ
る

小
学
生
は
「
景
品
が

　

８
月
４
日
明
公
園
で
「
明

区
納
涼
夏
祭
り
」
が
行
わ
れ

た
。
午
後
１
時
に
係
の
人
た

　

７
月
27
日
、
分
館
主
催
に
よ
る

常
盤
台
区
納
涼
祭
が
常
盤
台
集
会

所
で
開
催
さ
れ
た
。

　

小
澤
由
徳
区
長
の
挨

拶
に
続
き
常
盤
太
鼓
が

夏
空
に
響
き
渡
り
催
し

を
開
始
し
た
。
体
に
響

く
大
人
太
鼓
の
力
強
い

演
舞
に
続
き
、
コ
ミ
カ

ル
さ
も
交
え
な
が
ら
大

人
さ
な
が
ら
の
子
供
太

鼓
の
演
舞
が
披
露
さ
れ

た
。

　

日
陰
で
は
、
夏
の
風

物
詩
で
も
あ
る
小
学
生

に
よ
る
ス
イ
カ
割
り
大

会
。
目
か
く
し
を
し
た

団
に
よ
る
小
学
生
放
水
体
験

が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
様
子

を
写
真
に
収
め
る
保
護
者
で

賑
わ
っ
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
の
屋
台
村
で

は
、
壮
年
会
の
焼
き
そ
ば
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
鳥
、
綿

菓
子
、
か
き
氷
、ビ
ー
ル
、ジ
ュ
ー

ス
、ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、中
年
会
の
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
区
役
員
の
く
じ
引
き
に

多
く
の
区
民
で
賑
わ
っ
た
。
子

供
た
ち
は
、
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
、

屋
台
で
使
え
る
金
券
を
も
ら
い
、

嬉
し
そ
う
に
早
速
屋
台
に
並
ん

で
い
た
。

　

６
時
頃
か
ら
雷
雨
に
よ
り

子
供
た
ち
が
、
ま
わ
り
か
ら
の

か
け
声
で
右
へ
左
へ
と
目
標
め

が
け
て
歩
み
を
進
め
、
棒
を
振

約
50
分
中
断
、
予
定
し
て

い
た
盆
踊
り
大
会
は
中
止
と

な
っ
た
。

　

７
時
30
分
か
ら
打
ち
上
げ

花
火
が
上
が
り
、
雨
上
が
り

の
夜
空
に
大
輪
の
花
が
咲
き
、

観
客
を
魅
了
し
た
。

　

最
後
に
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
毛
賀
」
が
行
わ
れ
、
抽
選

に
当
た
っ
た
人
に
豪
華
賞
品

が
手
渡
さ
れ
終
了
し
た
。

　

飯
ケ
濱
安
司
分
館
長
は
「
昨

年
は
天
候
不
良
に
よ
り
中
止

だ
っ
た
。
今
年
は
夕
方
か
ら

の
雷
雨
に
よ
り
盆
踊
り
が
出

来
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
が
、

５
年
ぶ
り
の
開
催
が
無
事
終

了
し
て
良
か
っ
た
」
と
話
し

た
。

合
わ
せ
の
３
、４
人
の
グ
ル
ー
プ

が
、
田
中
登
体
育
部
長
の
合
図
で

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
、
好
プ

レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
会

場
中
に
歓
声
や
悲
鳴
、
拍
手
や
笑

い
声
が
響
き
渡
る
例
年
通
り
の
光

景
が
見
ら
れ
た
。

　

プ
レ
ー
を
終
え
集
ま
っ
た
参
加
者

開
催
さ
れ
た
。　

　

ソ
ー
プ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
と
は
、
石
鹸
で
出
来
た

本
物
そ
っ
く
り
な
草
花
を
箱
の

中
に
敷
き
詰
め
、
若
干
の
装
飾

を
加
え
て
部
屋
や
玄
関
に
飾
る

も
の
で
あ
る
。
講
師
に
鼎
名
古

熊
の
「
花
の
匠
ラ
プ
リ
」
の
伊

藤
美
彩
さ
ん
（
代

田
区
）
を
迎
え
指

導
を
受
け
た
。

　

制
作
が
始
ま
る

と
、
参
加
者
は
気

に
入
っ
た
ソ
ー
プ

フ
ラ
ワ
ー
を
箱
の

中
の
オ
ア
シ
ス
に

挿
し
て
い
き
、
花

の
ま
わ
り
に
草
や

リ
ボ
ン
な
ど
を
思

い
思
い
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
仕
上
げ
て

い
っ
た
。
完
成
し

た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

が
漂
い
、
射
的
コ
ー
ナ
ー
で

は
子
供
た
ち
が
狙
い
を
定
め

て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ふ
わ
ふ
わ

の
綿
菓
子
も
大
人
気
で
笑
顔

が
絶
え
な
い
一
夜
と
な
っ

た
。

　

最
後
は
10
発
の
打
ち
上
げ

花
火
が
夜
空
を
彩
り
、
涼
を

求
め
て
集
ま
っ
た
区
民
の
心

を
明
る
く
照
ら
し
た
。

上
溝
区

水
城
区

八
幡
町
区

常盤台区

明区

入れ‼️

笑顔いっぱい！宝投げに大盛り上がり

勇壮な常盤太鼓 心 shin の演奏

チケットと交換ね

お願いします！当ててください！

真剣に美を創る

よ～く狙って～当たれっ！

　８月 10日、松尾公民館駐車場で焼肉、流しそうめん、
花火を楽しむ高校生イベントが行われ、26 人の高校生
が訪れた。主催は松尾公民館とインターンシップに訪れ
た飯田OIDE長姫高校の生徒２人。
　７月に松尾公民館へインターンシップに来た飯田
OIDE 長姫高校の生徒に、「松尾に住む高校生同士の交
流や地域に関わる機会づくりができないか」と高校生イ
ベント開催を提案。生徒が催しの企画やチラシ作成を行
い実現した。当日の運営は松尾公民館総務企画委員会が
支えた。
　「今、公民館で焼肉やっているからおいでよ」と友人
に電話をかけたり、久しぶりの再会を喜んだりする高校
生の姿が見られた。「流しそうめんやるのは生まれて初
めて」といった声もあがり、ひと夏の思い出を作る高校
生の笑顔が輝いた。

 夏を彩るソープフラワー

 納涼大会で 200 人超が涼を楽しむ

  ベテラン勢奮闘
夏
空
に
響
く
太
鼓
の
演
奏
と
伴
に

真
夏
の
納
涼
夏
祭
り
！

り
下
ろ
す
。
当
た
ら
な
く
て
も

笑
顔
が
み
え
る
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
光
景
が
み
ら
れ
た
。

　

集
会
所
室
内
で
は
囲
碁
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
、
数
チ
ー
ム

に
よ
る
、
エ
ア
コ
ン
の
冷
気
を

吹
き
飛
ば
す
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
集
会
所
前
の
庭
に
は

露
店
が
並
び
、
か
き
氷
や
焼
き

そ
ば
を
食
べ
て
時
間
を
忘
れ
る

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

　

最
後
は
富
く
じ
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
発
表
さ
れ
る
番
号
に
一

喜
一
憂
。
豪
華
賞
品
が
当
た
っ

た
参
加
者
は
に
こ
や
か
に
受
け

取
っ
て
い
た
。
途
中
、
通
り
雨

で
熱
気
を
下
げ
て
く
れ
る
場
面

も
あ
り
、
催
し
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
一
日
が
幕
を
閉
じ
た
。

ち
が
集
合
し
て
準
備
を
始
め
、

午
後
４
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

開
場
と
同
時
に
多
く
の
人

が
来
場
し
、
五
平
餅
や
焼
き

そ
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
両
璧
屋
台
に
は
行
列
が

で
き
た
。
輪
投
げ
や
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
多
く
の
子
供
が
歓
声
を
上

げ
な
が
ら
楽
し
ん
だ
。

　

夏
祭
り
後
半
に
は
、
両
璧

太
鼓
の
迫
力
あ
る
演
奏
と
、

伊
那
谷
芸
人
さ
っ
ち
ゃ
ん
の

ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
の
大
道

芸
を
楽
し
ん
だ
。

　

最
後
に
大
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
抽
選
に
当
た
っ
た
人
に

は
豪
華
景
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

夏
祭
り
を
終
え
、
松
村
広

善
分
館
長
は
「
酷
暑
の
中
、

今
年
の
夏
祭
り
も
無
事
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
。
昨
年
よ

り
は
少
な
い
が
、
３
７
０
人

以
上
の
人
に
来
場
し
て
頂
き

大
盛
況
だ
っ
た
。
食
べ
物
は

全
て
完
売
し
、
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
た
飲
み
物
で
し
っ
か
り

涼
を
取
っ
て
も
ら
え
た
と
思

う
。
来
年
以
降
も
継
続
し
て

開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

ら
は
、
持
ち
寄
っ
た
漬
物
な
ど

を
口
に
運
ん
だ
り
、
冷
た
い
お
茶

で
涼
を
取
っ
た
り
し
な
が
ら
今
日

の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
談
笑
し
、
大

会
結
果
の
発
表
を
待
っ
た
。

　

優
勝
は
、
昨
年
に
続
き
村
松

甲
子
夫
さ
ん
。
和
地
治
男
分
館

長
よ
り
賞
品
の
お
米
が
贈
ら
れ

る
と
、
連
覇
を
称
え
る
歓
声
と

大
き
な
拍
手
が
湧
き
上
が
っ
た
。

　
「
暑
い
中
だ
っ
た
が
体
調
を

崩
す
人
も
な
く
、
例
年
通
り
盛

り
上
が
っ
た
大
会
に
な
っ
て
良

か
っ
た
」
と
の
分
館
長
の
言
葉

に
参
加
者
の
拍
手
が
重
な
っ

て
、
大
会
は
閉
め
ら
れ
た
。

ト
は
似
た
も

の
が
ひ
と
つ

も
な
く
、
参

加
者
の
個
性

が
あ
ふ
れ
る

作
品
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
か

ら
は
「
思
い

の
ほ
か
工
夫

の
し
甲
斐
が

あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
」「
来

年
の
文
化
事

業
で
ま
た
や

り
た
い
」
と

の
声
が
聞
か

れ
、
好
評
の

う
ち
に
終
了

と
な
っ
た
。

★

★

★

2024
夏の日の
スケッチ
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８
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
、
約
２
７
０
劇
団
、

劇
人
を
迎
え
て
、
飯
田
市
と
近
隣
町
村
約
１
４
０

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
松
尾
地
区
で
は
６
会
場

で
演
じ
ら
れ
、
大
勢
の
観
覧
者
が
訪
れ
た
。

202４202４

やろうよやろうよ
みんなでみんなで

　

８
月
２
日
松
尾
公
民
館
ホ
ー

ル
で
、
影
絵
人
形
劇
団
む
む
の

こ
に
よ
る
光
る
影
絵
「
ど
う
ぶ

つ
ウ
キ
ウ
キ
う
ん
ど
う
か
い
」

の
人
形
劇
公
演
が
あ
り
１
８
２

人
が
来
場
し
た
。

　

折
ら
れ
た
紙
を
少
し
ず
つ
開

い
て
い
く
こ
と
で
物
語
が
進
ん

で
い
く
演
目
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
シ
ア
タ
ー
の
２
演
目
で
構

成
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
の
シ
ア

タ
ー
で
は
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ

い
な
こ
ぶ
た
く
ん
と
、
ユ
ニ
ー

ク
な
動
物
た
ち
が
繰
り
広
げ
る

運
動
会
の
話
を
、
音
楽
に
合
わ

せ
た
セ
リ
フ
運
び
と
、
ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
で
浮
か
び
あ
が
る
動

物
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
不
思
議

な
空
間
を
か
も
し
出
し
た
。

　
「
す
ご
い
！
の
一
言
で
す
。

今
ま
で
に
な
い
初
め
て
見
た
人

形
劇
で
し
た
」「
一
枚
の
絵
の

お
話
も
す
て
き
で
し
た
。
光
る

影
絵
を
使
っ
て
、
動
物
た
ち
が

競
技
に
挑
戦
、
笑
顔
で
楽
し
む

姿
が
魅
力
、
子
供
た
ち
も
大
喜

び
！
」
と
の
感
想
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
の

見
学
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
来

場
者
が
見
学
し
て
い
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
光
る

動
物
た
ち
の
運
動
会

２
劇
団
の
公
演
で
賑
わ
う

　

８
月
３
日
毛
賀
区
民
会
館
で

人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
毛
賀
公
演
が

上
演
さ
れ
た
。

　

炎
天
下
の
中
、
心
配
さ
れ
た

来
場
者
も
、
乳
児
か
ら
大
人
ま

で
約
１
０
０
人
で
会
場
は
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

最
初
に
飯
田
市
千
代
の
劇

団
く
ま
ち
ゃ
ん
に
よ
る
「
三

匹
の
こ
ぶ
た
」
が
上
演
さ
れ

た
。
休
憩
後
、
神
奈
川
県
横

浜
市
の
劇
団
座
♪
と
ん
と
ん

に
よ
る
「
さ
る
と
か
に
」
が
上

演
さ
れ
た
。

　

上
演
が
始
ま
る
と
、
静
か

だ
っ
た
子
供
た
ち
か
ら
時
折
笑

い
声
や
「
次
の
場
面
知
っ
て
い

る
よ
」
と
声
が
あ
り
会
場
を
賑

わ
せ
た
。

　

上
演
が
終
わ
り
、
座
♪
と
ん

過
去
最
大
の
参
加
者
に

　

８
月
４
日
、
今
回
の
清
水
公

演
は
愛
知
県
か
ら
人
形
劇
団
ひ

つ
ま
ぶ
し
と
、
ぽ
ぽ
ん
た
の
14

人
が
清
水
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
に
来
館
。

　
「
だ
れ
の
お
家
」「
つ
ー
ぼ
と

つ
ぼ
っ
ち
」、「
う
た
の
す
き
な

り
ゅ
う
」
を
そ
れ
ぞ
れ
上
演

し
た
。

　

場
内
は
、
想
定
の
倍
の

２
０
０
人
余
り
の
観
客
で
エ
ア

コ
ン
の
能
力
を
上
回
る
熱
気
に

包
ま
れ
、
大
き
な
セ
ッ
ト
と
多

数
の
演
者
で
本
格
的
な
人
形
劇

を
鑑
賞
し
た
。
上
演
後
、
子
供

を
対
象
と
し
た
ぽ
ぉ
グ
ッ
ズ
他

お
楽
し
み
抽
選
会
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

登
場
予
定
の
公
式
マ
ス
コ
ッ

ト
「
ぽ
ぉ
」
が
到
着
し
な
い
な

ど
関
係
者
を
や
き
も
き
さ
せ
た

が
、
帰
り
際
に
よ
う
や
く
到

着
！
半
ば
諦
め
て
い
た
子
供
た

ち
と
の
記
念
撮
影
が
で
き
て
ス

タ
ッ
フ
に
も
笑
顔
が
戻
っ
た
。

　

竹
村
健
一
分
館
長
は
「
昨
年

も
大
成
功
だ
っ
た
が
、
今
年
は

更
に
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た

だ
い
て
大
大
成
功
で
し
た
。
会

場
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
あ
っ
て

無
事
に
上
演
出
来
て
大
変
あ
り

が
た
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

と
ん
の
吉
原
京
子
代
表
よ
り

「
大
勢
の
来
場
者
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
会
場
い
っ
ぱ
い
に

な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
子
供
も
大

人
も
楽
し
め
ま
し
た
」「
玄
関

の
飾
り
付
け
が
良
か
っ
た
」「
熱

中
症
対
策
に
水
や
飴
が
用
意
さ

れ
て
い
た
の
で
良
か
っ
た
」
と

の
言
葉
が
あ
っ
た
。

＊
親
子
映
画
観
賞
会

　

７
月
６
日
、
２
０
５
人
の
親

子
が
松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル
で

「
パ
ウ
・
パ
ト
ロ
ー
ル　

ザ
・
マ
イ

テ
ィ
・
ム
ー
ビ
ー
」を
楽
し
ん
だ
。

＊
松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
交

流
大
会

　

７
月
７
日
、
松
尾
小
学
校
体

育
館
で
松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連

盟
交
流
大
会
が
行
わ
れ
た
。

＊
図
書
分
館
夏
の
お
楽
し
み
会

　

７
月
20
日
、
松
尾
公
民
館
で

図
書
分
館
夏
の
お
楽
し
み
会
が

行
わ
れ
た
。

＊
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

８
月
11
日
、
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ

ル
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
多
く

の
来
場
客
が
緑
ヶ
丘
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
や
、
令
和
５
年

度
１
年
４
組
に
よ
る
健
康
教
室

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

＊
分
館
役
員
会

　

８
月
27
日
、
松
尾
公
民
館

ホ
ー
ル
で
分
館
役
員
会
が
行
わ

れ
た
。
10
月
27
日
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
松
尾
地
区
市
民
運

動
会
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
。

＊
松
尾
地
区
自
主
防
災
地
震
総

合
防
災
訓
練

　

９
月
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
防
災
訓
練
は
、
台
風
接
近
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
の
松
尾
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
希
望
を
受
け
付
け

た
と
こ
ろ
、
定
員
を
超
え
る

希
望
が
あ
り
、
４
・
５
年
生

　

８
月
３
日
、
新
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
で
人
形
劇

ト
ロ
ッ
コ
が
、
ト
ラ
ン
ク
シ
ア

タ
ー
と
人
形
劇
「
３
び
き
の
こ
ぶ

た
」を
演
じ
86
人
が
来
場
し
た
。

　

上
演
前
の
あ
い
さ
つ
で
、
丸

山
基
治
区
長
は
「
人
形
劇
は
、

感
性
を
捨
て
て
い
な
け
れ
ば
大

人
で
も
楽
し
め
る
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
楽
し
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
た
。

　

は
じ
め
に
ト
ラ
ン
ク
シ
ア

タ
ー
、
ト
ラ
ン
ク
か
ら
飛
び

出
し
た
人
形
の
わ
ん
ぺ
い
く

　

８
月
３
日
、
上
溝
集
会
所
で

「
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
溝
公
演
」

が
大
人
49
人
、
子
供
31
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
た
。
演
目
は
、

人
形
劇
団
よ
ろ
ず
や
○
の
「
夢

見
小
僧
」
と
さ
さ
き
り
ょ
う
＋

の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
劇
「
パ
ン
っ

と
マ
イ
ム
」
の
２
つ
。「
夢
見

ん
が
、
腹
話
術
で
お
じ
さ

ん
と
テ
ン
ポ
の
い
い
掛
け

合
い
を
繰
り
広
げ
る
「
飯

田
は
ね
、
朝
早
く
行
く
と

桃
が
安
く
買
え
る
よ
」
な

ど
と
地
元
ネ
タ
な
ど
を
織

り
込
み
、
会
場
の
笑
い
を

誘
っ
て
い
た
。

　

誰
も
が
知
っ
て
い
る
３
び
き

の
こ
ぶ
た
で
は
、
２
匹
の
家
を

壊
し
た
オ
オ
カ
ミ
が
、
ち
び
ブ

タ
が
建
て
た
レ
ン
ガ
の
家
の
煙

突
か
ら
入
ろ
う
と
し
て
暖
炉
の

火
に
炙
ら
れ
て
し
ま
う
話
。
演

者
は
ふ
た
り
だ
が
、
４
匹
の
掛

け
合
い
に
、
皆
物
語
の
世
界
に

を
断
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
保
護
者
か
ら
は
、
こ

の
夏
休
み
を
心
配
す
る
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
区
の
元
役
員

や
民
生
児
童
委
員
に
呼
び
か

け
「
長
期
休
業
中
の
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
研
究
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
安
全
、活
動
内
容
、

運
営
ス
タ
ッ
フ
の
責
任
問
題
、

運
営
費
用
な
ど
検
討
事
項
も
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
運
営

（公民館２階）

本のリクエストも
受けつけています。

開館日
水曜 午後 １～5 時
土曜 午前 10～午後 5 時
日曜 午後 １～5 時

松尾図書館

随時更新しています！

松尾地区ＨＰを
ご覧ください

夏
休
み
！
ち
ょ
っ
と
だ
け
公
民
館
で

過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

長
期
休
業
中
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
研
究
委
員
会

　
委
員
長
　
西
田
　
克
美

小
僧
」
で
は
、
和
尚
さ
ん
や
鬼

の
軽
妙
な
語
り
口
に
引
き
込
ま

れ
、「
パ
ン
っ
と
マ
イ
ム
」で
は
、

体
を
上
手
に
使
っ
た
芸
に
驚
き

の
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。
閉

演
後
、
演
者
と
上
溝
区
ス
タ
ッ

フ
で
交
流
会
を
行
い
、
演
者
の

興
味
深
い
話
を
聞
き
な
が
ら
和

や
か
に
昼
食
を
共
に
し
た
。

入
り
込
ん
で
い
た
。

　

喬
木
村
の
小
池
里
桜
さ
ん

は
「
ま
ん
ぺ
い
く
ん
が
か
わ
い

か
っ
た
。
真
ん
中
の
ブ
タ
が
、

ち
び
ブ
タ
の
言
う
こ
と
も
大
き

い
ブ
タ
の
い
う
こ
と
も
聞
く
か

ら
ち
ょ
っ
と
な
っ
て
思
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

支
援
を
受
け
、
７
月
26
．
30
日

の
２
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
松
尾
小
学
校
を
通
じ
て
保

護
者
に
希
望
を
募
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
１
～
６
年
生
の
30
人

の
児
童
が
集
ま
り
、
学
習
や
室

内
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
公

民
館
の
各
会
場
で
過
ご
し
ま
し

た
。
子
供
た
ち
か
ら
は
、「
知

ら
な
い
お
友
だ
ち
と
遊
べ
て
良

か
っ
た
」「
地
域
の
人
が
優
し

く
し
て
く
れ
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
「
疲
れ
た

け
ど
、
子
供
た
ち
が
喜
ん
で
く

れ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ん

な
機
会
が
ま
た
あ
れ
ば
い
い
で

す
ね
！

「うたのすきなりゅう」の一コマ

青い柿の方がおいしいよ

なんか おしりが熱いぞ観客も力が入ります

毛
賀
区

清
水
区

上
溝
区

新
井
区
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